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昨
年
４
月
の
奥
村
議
員
に
よ
る
酒
気
帯
び
運
転
で
の
摘
発
に
引
き
続
き
、

本
年
３
月
、
矢
部
議
員
が
酒
気
帯
び
運
転
で
摘
発
さ
れ
即
日
辞
職
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
４
月
２
日
、
森
志
郎
議
員
が
代
表
を
務
め
る
介
護
事
業
所
に
て
介

護
給
付
費
の
不
正
受
給
が
発
覚
し
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
き
指
定
取
消
処
分

を
受
け
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
か
ら
議
会
に
対
し
お
叱
り
の
声
が
あ
る
中
、
現
職
議
員
の
度

重
な
る
不
祥
事
に
よ
り
、
多
大
な
御
迷
惑
と
御
心
配
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま

す
。
議
会
を
代
表
し
、
町
民
の
皆
様
に
心
よ
り
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
不
祥
事
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
今
こ
そ
議
員
全
員
で
議
論
し
、
襟
を
正
し
、
自
浄
努
力
と
議
会
の
信
頼

回
復
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、意
思
決
定
機
関
と
し
て
、対
等
の
立
場
と
地
位
に
あ
る
町
と
と
も
に
、

相
互
に
権
限
を
均
衡
さ
せ
、
議
会
本
来
の
任
務
で
あ
る
住
民
の
福
祉
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

● 

議
会
の
信
頼
回
復
に
向
け
て 

●

議会議長

森　　　彪

議 

長 

挨 

拶

委
員
会
の
構
成

議
員
辞
職
や
委
員
長
辞
任
に
伴
い
、
一
部
委
員
会
や
組
合
議
会
の
改
選
と
新
た
な

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

矢
部
議
員
辞
職
に
伴
う
改

選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

建
設
産
業
常
任
委
員
会

副
委
員
長　

古
川　

義
夫

藍
住
町
防
災
対
策

特
別
委
員
会

副
委
員
長　

徳
元　

敏
行

藍
住
町
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会

委
員
長　

西
岡　

恵
子

副
委
員
長　

林　
　
　

茂

板
野
東
部
消
防
組
合

議
会

議

員　

古
川　

義
夫

佐
野
慶
一
議
会
運
営
委
員

会
委
員
長
辞
任
願
い
が
許

可
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
委

員
長
互
選
に
よ
り
、
新
議

会
運
営
委
員
会
委
員
長
は

西
岡
恵
子
議
員
に
決
定
し

ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　

西
岡　

恵
子

副
委
員
長　

平
石　

賢
治

委

員　

安
藝　

広
志

委

員　

鳥
海　

典
昭

委

員　

徳
元　

敏
行

委　

員　

佐
野　

慶
一

平
成
31
年
第
１
回
臨
時
会

に
お
い
て
、
介
護
保
険
法

に
基
づ
く
行
政
処
分
の
状

況
調
査
の
た
め
新
た
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
に
係
る

特
別
委
員
会

委
員
長　

徳
元　

敏
行

副
委
員
長　

林　
　
　

茂

委

員　

喜
田　
　

修

委

員　

古
川　

義
夫

委

員　

安
藝　

広
志

委

員　

鳥
海　

典
昭

委

員　

西
岡　

恵
子

委

員　

西
川　

良
夫

委

員　

小
川　

幸
英

委

員　

奥
村　

晴
明

委

員　

平
石　

賢
治

委

員　

佐
野　

慶
一

委

員　

永
濵　

茂
樹
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２ 

月

４
日　
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
全
員
協
議
会（
徳
島
市
）

５
日　
第
２
回
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
▼
96
号
の
校
正
に
つ
い
て

７
日　
就
学
前
児
童
施
設
在
り
方
検
討

委
員
会

８
日
・
市
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補

償
等
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
（
徳
島
市
）

　
　
・
市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
（
徳
島
市
）

12
日　
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
定
例
会（
徳
島
市
）

14
日　
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
▼
議
員
定
数
に
つ
い
て

18
日　
女
性
議
員
連
盟
研
修
会 

P
．14

　
　
　
▼
学
童
保
育
に
つ
い
て

19
日　
板
野
郡
町
議
会
議
長
会
定
例
会

（
松
茂
町
）

21
日
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

▼
３
月
定
例
会
日
程
等
に
つ

　

い
て

　
　
・
国
保
運
営
協
議
会

25
日　
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
協
議
会

27
日　
自
殺
対
策
協
議
会

３ 

月

１
日
・
大
阪
伊
丹
空
港
高
速
乗
合
バ
ス

開
通
式

　
　
・
徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期

総
会（
徳
島
市
） 

P
．７

　
　
　
▼
各
種
自
治
功
労
者
表
彰

４
日
・
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
▼
防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
再

　
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
▼（
仮
称
）藍
住
町
文
化
ホ
ー
ル

　
等
複
合
公
共
施
設
の
ピ
ア
ノ

　
購
入
に
掛
か
る
物
品
購
入
契

　
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
　
▼（
仮
称
）藍
住
町
文
化
ホ
ー
ル

　
等
複
合
公
共
施
設
建
築
工
事

　
の
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に

　
つ
い
て

　
　
　
▼
藍
住
町
議
会
傍
聴
規
則
の　

　
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
・
３
月
議
会
定
例
会
開
会

　
　
　
P
．４
〜
５

　
　
・
防
災
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
▼
藍
住
町
議
会
業
務
継
続
計　

　
画（
案
）に
つ
い
て

５
日　
総
務
文
教
常
任
委
員
会 

P
．９

６
日　
建
設
産
業
常
任
委
員
会 
P
．９

７
日　
厚
生
常
任
委
員
会 
P
．８

８
日
・
中
学
校
卒
業
式

　
　
・
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
定
礎
式

12
日
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
▼
奥
村
晴
明
議
員
が
辞
職
し
な

　

い
理
由
の
説
明
を
求
め
る

　

請
願
書
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　
　
・
３
月
議
会
定
例
会
一
般
質
問

　
　
　
P
．10
〜
12

　
　
・
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
▼
議
会
の
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

14
日　
小
学
校
卒
業
式

18
日　
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

22
日　
教
職
員
離
任
式

25
日　
３
月
議
会
定
例
会
閉
会

　
　
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
▼
各
動
議
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　
　
　
P
．６

　
　
　
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
特
別
委

員
会 

P
．14

　
　
　
板
野
西
部
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー

組
合
議
会
定
例
会（
板
野
町
）

28
日
・
子
ど
も
子
育
て
会
議

　
　
・
板
野
東
部
消
防
組
合
議
会
定
例
会

（
北
島
町
）

30
日　
西
部
ス
ポ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
大
会（
西

部
児
童
館
）

４ 

月

１
日　
教
職
員
着
任
式

５
日　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
▼
森
志
郎
議
員
が
代
表
を
務
め

　
る
介
護
事
業
所
の
不
正
受
給

　
報
道
に
つ
い
て

　
　
　
▼
議
会
の
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

９
日　
小
・
中
学
校
入
学
式

15
日　
第
１
回
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
▼
97
号
の
作
成
に
つ
い
て

18
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
▼
臨
時
議
会
議
事
日
程（
案
）に

　
つ
い
て

　
　
　
▼
議
案
の
概
要
に
つ
い
て

　
　
　
▼
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
辞

　
任
願
い
が
許
可
さ
れ
た
こ
と

　
に
伴
う
委
員
長
互
選
に
よ

　
　
　
　
り
、
新
議
会
運
営
委
員
会
委

　
員
長
が
決
定

23
日　
町
村
議
会
議
長
会
役
員
会

　
　
　
（
徳
島
市
）

24
日
・
板
野
郡
議
長
会
定
例
会

　
　
　
（
北
島
町
）

　
　
・
第
１
回
議
会
臨
時
会 

P
．13

　
　
　
▼
介
護
保
険
に
係
る
特
別
委
員

　
会
設
置

　
　
・
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
▼
議
会
の
今
後
の
取
組
等
に
つ

　
　
　
　
い
て

　
　
・
第
２
回
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
▼
97
号
の
校
正
に
つ
い
て

藍住町発大阪伊丹空港線高速乗合バス開通式

議 会 の う ご き
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3月定例会
　３月議会定例会が３月４日から25日までの22日間の会期で開会され、
下記の議案について審議しました。
　一般質問では３人の議員が登壇し、町政について質問しました。

〜町長提案〜
● 平成30年度藍住町一般会計補正予算 …………………………………………………………………………… 原案可決
● 平成30年度藍住町特別会計（国民健康保険事業）補正予算 …………………………………………………… 原案可決
● 平成30年度藍住町特別会計（介護保険事業）補正予算 ………………………………………………………… 原案可決
● 平成30年度藍住町特別会計（後期高齢者医療事業）補正予算 ………………………………………………… 原案可決
● 平成30年度藍住町特別会計（下水道事業）補正予算 …………………………………………………………… 原案可決
● 平成31年度藍住町一般会計予算 ………………………………………………………………………………… 原案可決
● 平成31年度藍住町特別会計（国民健康保険事業）予算 ………………………………………………………… 原案可決
● 平成31年度藍住町特別会計（介護保険事業）予算 ……………………………………………………………… 原案可決
● 平成31年度藍住町特別会計(介護サービス事業）予算 ………………………………………………………… 原案可決
● 平成31年度藍住町特別会計（後期高齢者医療事業）予算 ……………………………………………………… 原案可決
● 平成31年度藍住町特別会計（下水道事業）予算 ………………………………………………………………… 原案可決
● 平成31年度藍住町特別会計（水道事業）予算 …………………………………………………………………… 原案可決
● 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正 …………………………………………………………… 原案可決
● 藍住町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正 …………………………… 原案可決
● 常勤特別職の給与に関する条例の一部改正 …………………………………………………………………… 原案可決
● 藍住町財政調整基金条例の一部改正 …………………………………………………………………………… 原案可決
● 藍住町コミュニティセンター設置及び管理に関する条例の一部改正 ……………………………………… 原案可決
● 藍住町国民健康保険税条例の一部改正 ………………………………………………………………………… 原案可決
● 藍住町介護保険条例の一部改正 ………………………………………………………………………………… 原案可決
● 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正 ………………………………………………………………… 原案可決
● 藍住町総合文化ホールの設置及び管理に関する条例の制定 ………………………………………………… 原案可決
● 板野西部青少年補導センター組合からの脱退 ………………………………………………………………… 原案可決
● （仮称）藍住町文化ホール等複合公共施設のピアノ購入に係る物品購入契約の締結 ……………………… 原案可決
● （仮称）藍住町文化ホール等複合公共施設建築工事の変更請負契約の締結 ………………………………… 原案可決
● 町道の路線認定 …………………………………………………………………………………………………… 原案可決
● 指定管理者の指定(児童館等) …………………………………………………………………………………… 原案可決
● 指定管理者の指定（藍住町歴史館「藍の館」） …………………………………………………………………… 原案可決

〜報　告〜
● 平成31年度藍住町土地開発公社の事業計画

〜陳　情〜
３件の陳情があり、議員に配布しました。
●  全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の主旨に基づいて、地方自治の根幹を脅かす日米地位協定の見直しを

国に求める意見書を提出する事を求める
　 陳情者　日米地位協定を見直す会　　　共同代表　難波　希美子
● 独立行政法人国立病院機構徳島病院の存続を求める陳情書
　 陳情者　共同世話人　阿部　利男　　共同世話人　岡田　　晋　　共同世話人　吉田　昭六
●  奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税（仮称）順次計画的に皆伐を進め、天然林に戻すことを求め

る陳情書
　 陳情者　一般財団法人日本熊森協会　会長　室谷　悠子
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地方譲与税・交付金
7億5,140万円
（6.8%）

地方譲与税・交付金
7億5,140万円
（6.8%）

地方譲与税・交付金
7億5,140万円
（6.8%）

寄附金 602万円（0.1%）寄附金 602万円（0.1%）寄附金 602万円（0.1%）
財産収入 1,075万円（0.1%）財産収入 1,075万円（0.1%）財産収入 1,075万円（0.1%）
分担金及び負担金 4億1,401万円（3.8%）分担金及び負担金 4億1,401万円（3.8%）分担金及び負担金 4億1,401万円（3.8%）

繰越金 1億円（0.9%）繰越金 1億円（0.9%）繰越金 1億円（0.9%）

自主財源依存財源

54億
1,784万円

（49.3%）

55億
8,216万円

（50.7%）

地方交付税
13億円（11.8%）
地方交付税
13億円（11.8%）

歳　入
110億円

町税
40億4,249万円
（36.7%）

町税
40億4,249万円
（36.7%）

町税
40億4,249万円
（36.7%）

町民税
18億6,800万円
（17.0%）

町民税
18億6,800万円
（17.0%）

町民税
18億6,800万円
（17.0%）

固定資産税
18億8,199万円
（17.1%）

固定資産税
18億8,199万円
（17.1%）

固定資産税
18億8,199万円
（17.1%）

軽自動車税
1億250万円
（0.9%）

軽自動車税
1億250万円
（0.9%）

軽自動車税
1億250万円
（0.9%）

たばこ税
1億9,000万円
（1.7%）

たばこ税
1億9,000万円
（1.7%）

たばこ税
1億9,000万円
（1.7%）

使用料・手数料
2億7,118万円（2.5%）
使用料・手数料
2億7,118万円（2.5%）
使用料・手数料
2億7,118万円（2.5%）

繰入金 4億9,251万円（4.5%）繰入金 4億9,251万円（4.5%）繰入金 4億9,251万円（4.5%）
諸収入 8,088万円（0.7%）諸収入 8,088万円（0.7%）諸収入 8,088万円（0.7%）

国庫支出金
16億5,306万円
（15.0%）

国庫支出金
16億5,306万円
（15.0%）

県支出金
9億7,040万円
（8.8%）

県支出金
9億7,040万円
（8.8%）

地方債
9億730万円
（8.3%）

地方債
9億730万円
（8.3%）

歳　出
〈目的別〉
110億円

歳　出
〈目的別〉
110億円

議会費
1億1,242万円（1.0%）
議会費
1億1,242万円（1.0%）
議会費
1億1,242万円（1.0%）

予備費・その他
5,287万円（0.5%）
予備費・その他
5,287万円（0.5%）
予備費・その他
5,287万円（0.5%）

公債費
8億
3,006万円
（7.6%）

災害復旧費
8万円
（0.0%）

災害復旧費
8万円
（0.0%）

災害復旧費
8万円
（0.0%） 総務費

14億
1,798万円
（12.9%）

民生費
43億
5,933万円
（39.6%）

衛生費
12億
6,083万円
（11.5%）

教育費
15億
9,844万円
（14.5%）

労働費
1,423万円
（0.1%）

労働費
1,423万円
（0.1%）

労働費
1,423万円
（0.1%）

農林水産業費
1億5,789万円
（1.4%）

農林水産業費
1億5,789万円
（1.4%）

農林水産業費
1億5,789万円
（1.4%）

商工業費
3,452万円
（0.3%）

商工業費
3,452万円
（0.3%）

商工業費
3,452万円
（0.3%）

土木費
5億2,269万円
（4.8%）

土木費
5億2,269万円
（4.8%）

土木費
5億2,269万円
（4.8%）

消防費
6億3,866万円
（5.8%）

消防費
6億3,866万円
（5.8%）

消防費
6億3,866万円
（5.8%）

平成31年度一般会計当初予算

一般会計 １１０億円を可決
前年度当初予算対比8.4％増

平成３1年度一般会計・特別会計当初予算
会　計　名 予　算　額 前年度当初予算対比

一　般　会　計 110億円 8.4%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 36億1,500万円 3.8%
介 護 保 険 事 業 26億6,700万円 4.0%
介 護 サ ー ビ ス 事 業 790万円 0.0%
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 3億6,000万円 8.1%
下 水 道 事 業 3億9,800万円 △ 6.1%

水道事業 収益的支出 5億2,383万円 2.1%
資本的支出 2億3,219万円 22.5%

一般会計の主な事業・新事業
（１万円未満四捨五入）

・�観光交流資源魅力化プロジェクト藍染めファッションショー
開催事業� 688万円
・藍染普及推進事業� 2,823万円
　（地域おこし協力隊の導入等）
・（仮称）藍住町文化ホール・公共施設複合化事業�4億3,900万円
　（緑地広場、駐車場整備等）
・子育て包括支援センター事業費� 313万円
・同報系防災行政無線デジタル化整備事業� 1億4,200万円
・グローバル人材育成学校支援事業� 960万円
・所得証明書コンビニ交付事業� 585万円
・学校教育施設長寿命化計画策定業務委託� 1,100万円
・小学校給食調理業務等委託料� 6,588万円

歳  入 歳  出

※１万円未満を四捨五入しているため合計額は一致しません。

会　計　名 補 正 額 補 正 後 の 額
国 民 健 康 保 険 事 業 2,320万円 35億5,140万円
介 護 保 険 事 業 4,180万円 26億5,140万円
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 2,281万円 3億5,581万円

平成30年度特別会計補正予算

3月定例会

平成30年度一般会計補正予算
900万円減額歳入歳出それぞれ 109億1,800万円予 算 総 額

　  民　生　費
◆国保会計事務費繰出金� �2,000万円

　  衛　生　費
◆中央クリーンステーション管理費�（し尿収集量増加により）��410万円

　  総　務　費
◆藍染普及促進事業費�（勝瑞藍工房整備工事等）1,800万円

～主な補正の内容
　（１万円未満四捨五入）～

◆介護保険事業会計繰出金� 3,000万円
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〜議員提案〜

● 板野東部消防組合議会議員の選挙 ………………………………………………………………… 古川義夫
● 議員派遣の件 ………………………………………………………………………………………… 原案可決
● 東徳島医療センター及び徳島病院の充実・強化を求める意見書 ……………………………… 原案可決
● 奥村晴明議員に対する議員辞職勧告動議

奥村晴明議長（当時）は酒気帯び運転で摘発され、議会の信頼と品位を傷つけた。議員は町民の代
表として、町政の監視役という重大な職責をもっており、責任を免れることはできないとして議
員辞職勧告動議が提出された。これに対して林茂議員、西岡恵子議員が賛成討論をし、反対討論
をする者はなかった。

　・提出議員　小川幸英
　・賛成議員　安藝広志、喜田　修、林　茂、鳥海典昭、古川義夫、西岡恵子、徳元敏行、永濵茂樹
　
● 佐野慶一議員に対する辞職勧告動議

議会の今後の在り方について全員協議会を開催しようとする中、佐野慶一議員は奥村議員を擁護
するあまり、森彪議長に電話で「全員協議会を開催するなら議長不信任案をだすぞ」と恫喝してい
る。佐野議員の議会を私物化するような言動は絶対にあってはならない。その行為は許し難い行
動であるとして、議員辞職勧告動議が提出された。これに対して林茂議員、安藝広志議員が賛成
討論をし、反対討論をする者はなかった。

　・提出議員　鳥海典昭
　・賛成議員　安藝広志、永濵茂樹、林　茂、喜田　修、小川幸英、古川義夫、西岡恵子、徳元敏行

● 佐野慶一議員の監査委員不信任を求める動議
議員辞職勧告動議が可決されたことをうけ、全員協議会開催にあたり、議会制民主主義を破壊す
る行為は監査委員としての識見を持っているとは言えず、自ら監査委員を辞職するよう求めると
して、監査委員不信任を求める動議が提出された。これに対して小川幸英議員、安藝広志議員が
賛成討論をし、反対討論をする者はなかった。

　・提出議員　林　茂
　・賛成議員　鳥海典昭、安藝広志、永濵茂樹、喜田　修、小川幸英、西岡恵子、徳元敏行、古川義夫

議 員 名

動 議 名

喜
田  　

修

古
川 

義
夫

安
藝 

広
志

鳥
海 

典
昭

徳
元 

敏
行

西
岡 

恵
子

西
川 

良
夫

小
川 

幸
英

林　

 　

茂

奥
村 

晴
明

平
石 

賢
治

森　

  

志
郎

佐
野 

慶
一

永
濵 

茂
樹

森　

 　

彪

結
　

果
奥村晴明議員に対する議員辞職勧告
動議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × ○ ― 可決

佐野慶一議員に対する議員辞職勧告
動議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ― 可決

佐野慶一議員の監査委員不信任を求
める動議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ― 可決

動議の採決結果 ○：賛成　×：反対　斜線：退席　ー：議長のため採決には参加せず



7 藍住町議会だより97号

２件の請願があり、賛成多数で採択されました。
● 東徳島医療センターと徳島病院の充実・強化を求める請願書
　��請 願 者　　全日本国立医療労働組合板西支部　支部長　大北　悦子氏
　��紹介議員　　古川　義夫
　��提 出 先　　厚生労働大臣、独立行政法人国立病院機構理事長
　「東徳島医療センター及び徳島病院の充実・強化を求める意見書」を提出
　（概要）��　独立行政法人国立病院機構は、平成30年２月に「東徳島医療センター及び徳島病院の機能統合に伴

う新病院に関する基本構想について」を公表。東徳島医療センターは一般医療を含め重症心身障がいの
専門医療施設であり、また、徳島病院は四国で唯一の筋ジストロフィー医療施設であり、神経・筋疾
患難病の基幹施設であると同時に徳島県難病医療ネットワーク事業における拠点施設として難病医療の
支援体制を担い、先駆的な研究や実践を行っている。「基本構想」は実質的な徳島病院の廃止である。

　　　　��　両病院は、重症心身障がいや結核、神経・筋疾患難病に対する医療におけるセーフティーネットと
して、広く利用されており、こうした機能を担う医療機関があることは、本町にとっても、住民が生活す
るうえで安心・安全につながっている。

　　　　��　東徳島医療センター及び徳島病院がそれぞれの地で病院機能の充実・強化を図ってもらえるよう強く
要望する。

● 奥村晴明議員が辞職しない理由の説明を求める請願書
　��請 願 者　　田村　　聡�氏
　��紹介議員　　安藝　広志
　（概要）��　平成31年３月３日、藍住町議会矢部幸一議員が飲酒運転で摘発され、矢部幸一氏は即日辞職した。
　　　　��　去年４月には当時議長であった奥村晴明議員が飲酒運転で摘発され、２度の辞職勧告決議が可決

されたが、奥村晴明議員は議会に対して、また住民に対してもなんの説明もなく現在も藍住町議会
議員として在籍しており、その真意は到底理解できるものではない。

　　　　��　私は藍住町に税金を納める町民として、また有権者のひとりとして納得できない。
　　　　��　奥村晴明議員は２度にわたり辞職勧告決議を可決されてもなお議員を続けるのはなぜなのか、議

会全体の信が問われている。
　　　　��　住民に対して納得のできる説明を求める。

各種功労者表彰
　３月１日、徳島県町村議会議長会
第70回定期総会において、自治功労
者表彰式が行われ、次の方が表彰さ
れました。

全国町村議会議長会会長表彰
（27年以上在職）

森　　　彪　議員
全国町村議会議長会会長表彰

（15年以上在職）
小川　幸英　議員
林　　　茂　議員
西岡　恵子　議員

徳島県町村議会議長会表彰
（25年以上在職）

佐野　慶一　議員
奥村　晴明　議員

森　
　
　
彪 

議
員

林　
　
　
茂 

議
員

小
川　
幸
英 

議
員

西
岡　
恵
子 

議
員

佐
野　
慶
一 

議
員

奥
村　
晴
明 

議
員

請願・意見書
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平
成
30
年
度

　
　
　
一
般
会
計
予
算

〜
藍
翆
苑
管
理
費
〜

問
藍
翆
苑
の
建
替
え
計
画

は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

答
ホ
ー
ル
の
関
係
が
あ
る

た
め
、
今
す
ぐ
は
で
き

な
い
が
、
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
建
替
え
を
進
め
て
い
き
た

い
。〜

健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
ポ
イ
ン
ト
事
業
〜

問
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
事
業
の
現
在
の

人
数
は
。
ま
た
、
参
加
者
が
増

え
て
や
め
る
こ
と
は
な
い
の

か
。答 

２
月
末
現
在
で
４
２
８

名
。
参
加
者
は
増
や
す

方
向
で
考
え
て
お
り
、
や
め
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

【
意　
見
】

　

こ
の
事
業
は
と
て
も
良
い
事

業
な
の
で
参
加
者
が
増
え
て
も

継
続
し
て
も
ら
い
た
い
。

問
年
度
当
初
か
ら
始
め
る

の
で
あ
れ
ば
、
あ
る
程

度
の
周
知
が
必
要
だ
と
思
う

が
。答

国
は
今
年
の
10
月
か
ら

幼
稚
園
、
保
育
所
の
無

償
化
を
始
め
る
予
定
で
、
そ
の

時
期
に
合
わ
せ
て
、
事
業
の
実

施
時
期
や
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
、

種
類
に
つ
い
て
検
討
し
、
早
い

段
階
で
周
知
で
き
る
よ
う
に
努

め
た
い
。

〜
病
児
病
後
児
保
育
事
業

　
補
助
金
〜

問
病
児
保
育
事
業
委
託
料

と
病
児
病
後
児
保
育
事

業
補
助
金
の
違
い
は
。

答
病
児
保
育
事
業
委
託
料

は
富
本
小
児
科
に
委
託

を
し
、
病
気
等
で
保
育
所
等
に

預
け
ら
れ
な
い
子
ど
も
を
、
病

院
で
預
か
っ
て
も
ら
え
る
。

病
児
病
後
児
保
育
事
業
補
助
金

は
、
保
育
園
に
通
園
後
、
体
調

不
良
に
よ
る
子
ど
も
の
保
護
と

い
う
形
で
、
別
に
部
屋
を
構
え

て
お
る
場
合
に
補
助
が
出
る
も

の
で
、
あ
い
ず
み
保
育
園
と
ひ

ま
わ
り
保
育
園
で
実
施
。

問
中
央
保
育
所
は
し
て
な

い
の
か
。
ま
た
、
看
護

師
は
配
置
で
き
て
い
る
の
か
。

答
中
央
保
育
所
は
、
体
調

不
良
の
子
ど
も
の
部
屋

を
設
け
て
い
な
い
た
め
、
こ
の

〜
健
康
す
い
水

　
　
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
事
業
〜

問
１
人
の
助
成
額
は
。

答
Ｏ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

と
提
携
し
、
健
康
す
い

水
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
講
座
を
利

用
す
る
方
に
対
し
て
、
１
回
の

利
用
料
１
０
８
０
円
の
う
ち
、

７
８
０
円
の
補
助
を
考
え
て
お

り
、
現
在
30
名
を
予
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
講
座
を
利
用
さ
れ

る
方
が
Ｏ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
入
会
し
た
場
合
に
は
、
入
会

料
３
０
０
０
円
程
度
を
補
助
す

る
予
定
で
あ
る
。

〜
在
宅
育
児
応
援

　
　
　
　
ク
ー
ポ
ン
事
業
〜

問
ど
の
よ
う
な
事
業
な
の

か
。

答
県
単
事
業
で
一
定
の
所

得
要
件
は
あ
る
が
、
在

宅
で
育
児
し
て
い
る
家
庭
に
対

し
て
、
年
間
１
万
５
０
０
０
円

の
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
配
り
し
、

一
時
預
か
り
事
業
、
病
児
保
育

事
業
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
等
の
自
己
負
担
金
に
ク
ー

ポ
ン
券
を
利
用
し
て
も
ら
え
る
。

事
業
は
行
っ
て
い
な
い
。
看
護

師
に
つ
い
て
は
、
ど
の
園
と
も

ゼ
ロ
歳
児
を
預
か
っ
て
い
る
た

め
常
に
配
置
し
て
い
る
。

〜
西
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

管
理
費
〜

問
毎
年
補
修
で
お
金
が
掛

か
る
が
何
年
持
つ
の
か
。

答
十
数
年
前
に
こ
の
炉
を

改
修
し
、
改
修
し
な
が

ら
、
延
命
措
置
を
し
な
が
ら
い

け
ば
大
体
、
約
40
年
は
使
用
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

問
徳
島
市
２
市
４
町
の
広

域
ご
み
処
理
施
設
計
画

に
入
ら
な
い
の
か
。

答
今
現
在
、
加
入
の
計
画

は
な
い
。

平
成
31
年
度
　
国
民
健

康
保
険
事
業
当
初
予
算

〜
第
三
者
給
金
〜

問
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

答
交
通
事
故
等
が
あ
っ
た

場
合
の
診
療
に
つ
い
て

は
、
本
来
は
自
己
負
担
に
な
る

が
、
国
民
健
康
保
険
証
を
使
わ

れ
て
い
る
方
が
い
る
場
合
に
は

保
険
給
付
費
が
戻
っ
て
く
る
。

〜
県
交
付
金
・
保
険
者
努
力

　
　
　
　
　
　
支
援
分
〜

問   

今
後
の
取
組
は
。

答
特
定
健
診
の
受
診
率
の

増
加
、
特
定
保
健
指
導
、

糖
尿
病
予
防
の
推
進
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
推
奨
等
、
町

の
努
力
に
つ
い
て
も
ら
え
る
も

の
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
考
え
て

努
力
は
し
て
い
る
が
、
な
か
な

か
成
果
が
上
が
ら
な
い
と
い
う

の
が
現
状
で
あ
る
。
今
後
も
医

療
機
関
等
に
頼
み
に
行
く
な
ど

し
て
努
力
は
し
て
い
き
た
い
。

〜
療
養
諸
費
〜

問
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
推
進
状
況
は
。

答
今
、
国
保
連
合
会
に
委

託
し
て
切
替
え
を
推
進

し
て
い
る
状
況
で
、
現
在
、
藍

住
町
は
60
％
を
超
え
る
形
で
、

推
移
し
て
い
る
。
県
下
の
平
均

は
55
％
程
度
な
の
で
、
上
の
ほ

う
に
あ
る
と
は
考
え
て
お
り
、

今
後
も
国
保
連
合
会
と
協
働
し

て
通
知
を
し
て
い
き
、
推
進
は

続
け
て
い
き
た
い
。

常 任 委 員 会 主 な 質 疑
　３月定例会の議案については、その審査を各常任委員会に付託しました。
　各委員会において審査した結果、それぞれ全会一致で原案可決され、最終日に各委員長から
審査結果の報告がありました。
　主な質疑・意見については次のとおりです。

厚
生
常
任
委
員
会
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平
成
31
年
度

　
　
　
一
般
会
計
予
算

〜
青
年
就
農
給
付
金
〜

問
ど
の
よ
う
な
事
業
な
の

か
。

答
年
間
で
最
大
１
５
０
万

円
を
５
年
間
給
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
事
業
で
、
現
在

ま
で
に
７
人
に
給
付
を
行
っ
て

い
る
。

　

毎
年
、
町
や
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
の
方
と
評
価
を
し
、
事
業

内
容
が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
場
合
に

は
、
給
付
金
を
中
止
に
す
る
場

合
が
あ
る
が
、
今
ま
で
に
給
付

が
中
止
に
な
っ
た
方
は
い
な
い
。

〜
建
設
等
現
場
業
務
委
託
料
〜

問
毎
年
同
じ
よ
う
な
金
額

を
組
ん
で
い
る
が
ど
の

よ
う
に
支
払
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
仕
事
の
成
果
は
ど
う
判

断
し
て
い
る
の
か
。

答
藍
住
町
建
設
業
協
同
組

合
に
５
年
契
約
で
委
託

を
し
て
お
り
、
毎
日
、
側
溝
掃

除
や
道
路
の
掃
除
等
の
現
場
日

誌
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
。
１

か
月
の
ト
ー
タ
ル
で
、
し
た
仕

平
成
31
年
度

　
　
　
一
般
会
計
予
算

〜
町
た
ば
こ
税
〜

問
３
０
０
０
万
円
減
っ
た

理
由
は
。

答
最
近
、
喫
煙
す
る
方
が

減
っ
て
き
た
た
め
、
税

収
が
減
っ
て
い
る
。

〜
徳
島
滞
納
整
理
機
構

　
負
担
金
〜

問
４
３
９
万
６
０
０
０
円
を

計
上
し
て
い
る
が
、
こ
の

金
額
は
毎
年
同
じ
額
か
。

答
例
年
そ
れ
に
近
い
金
額
で

負
担
を
し
て
い
る
。

問
何
件
滞
納
整
理
機
構
に

出
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
ど
れ
く
ら
い
の
効
果
が
現
れ

た
か
。答

滞
納
整
理
機
構
に
は
30

件
依
頼
し
て
お
り
徴
収

率
に
つ
い
て
は
、
50
％
の
推
移
で

あ
る
。

〜
地
方
債
〜

問
政
府
系
か
ら
民
間
の
銀

行
に
借
換
え
は
で
き
な
い

の
か
。

き
次
第
、
利
用
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

〜
中
富
団
地
共
益
費
〜

問
駐
車
場
の
借
り
上
げ
を

減
ら
す
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
の
か
。

答
ま
だ
両
方
の
駐
車
場
が

必
要
な
状
況
で
、
も
う

少
し
戸
数
が
減
れ
ば
考
え
た
い
。

問
中
富
団
地
は
耐
震
改
修

も
で
き
て
い
な
い
が
今

後
の
方
針
は
。

答
現
在
、
使
用
料
を
滞
納

し
て
い
る
悪
質
な
方
に

つ
い
て
は
、
法
的
に
退
去
し
て

い
た
だ
く
よ
う
な
計
画
を
し
て

お
り
、
空
き
家
政
策
か
ら
用
途

廃
止
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

と
も
あ
り
、
委
託
料
は
中
学
校

の
１
食
当
た
り
の
単
価
に
幼
稚

園
、
小
学
校
の
食
数
を
乗
じ
た

も
の
と
は
差
が
生
じ
る
。

〜
藍
資
料
館
管
理
費
〜

問
藍
の
館
に
は
多
く
の
外

国
人
観
光
客
が
訪
れ
て

い
る
が
、
そ
の
方
に
対
し
て
の
言

葉
の
案
内
の
充
実
は
今
後
ど
う

す
る
の
か
。

答
案
内
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
英
語
、
韓
国
語
、
中

国
語
、
日
本
語
で
用
意
し
て
い

る
が
、
言
葉
で
の
案
内
に
つ
い
て

は
で
き
て
い
な
い
の
で
、
音
声
等

の
形
で
外
国
人
の
方
に
も
分
か

り
や
す
い
説
明
が
で
き
る
よ
う

な
も
の
が
な
い
か
検
討
し
て
い

る
。問

藍
の
館
に
行
く
に
は
、

道
を
挟
ん
で
駐
車
場
が

あ
り
人
や
車
に
対
し
て
注
意
喚

起
が
必
要
で
あ
る
の
で
は
。

答
今
後
、
建
設
課
と
協
議

を
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

〜
町
民
体
育
館
管
理
費
〜

問
貸
出
し
に
つ
い
て
使
用
内

容
を
精
査
し
て
貸
し
た

ら
ど
う
か
。

答
先
着
順
で
お
貸
し
し
て

い
る
の
で
中
身
に
つ
い

て
精
査
を
し
て
お
貸
し
す
る
の

は
難
し
い
。

事
量
に
対
し
て
、
県
の
歩
掛
り

等
を
用
い
て
精
算
し
て
毎
月
支

払
い
を
し
て
い
る
。

【
意　
見
】

　

同
じ
業
者
で
継
続
せ
ず
に
、

新
た
な
方
法
で
、
町
内
の
業
者

を
育
成
す
る
よ
う
に
努
め
て
も

ら
い
た
い
。

〜
江
ノ
口
新
居
須
線

　
歩
道
改
良
工
事
〜

問
ど
の
よ
う
な
計
画
か
。

答
道
路
の
歩
道
の
横
に
併

設
す
る
Ｌ
型
の
水
路
を

利
用
し
て
、
歩
道
の
幅
員
を
２

ｍ
拡
幅
予
定
で
、
場
所
に
つ
い

て
は
、
渡
辺
電
機
か
ら
森
本
税

理
士
の
所
ま
で
の
拡
幅
を
発
注

し
て
い
る
。
今
後
、
全
線
拡
幅

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
平
成

31
年
度
も
引
き
続
き
南
側
を
予

定
し
て
い
る
。　

〜
安
任
団
地
解
体
工
事
〜

問
跡
地
の
利
用
方
法
は
。

答
基
本
的
に
は
空
き
家
政

策
を
採
っ
て
お
り
、
あ

る
程
度
ま
と
ま
っ
た
解
体
が
で

答
借
換
え
る
場
合
は
、
全

額
の
利
子
を
償
還
し
な

い
と
い
け
な
い
の
で
二
重
の
利
子

が
発
生
す
る
た
め
そ
れ
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
。

〜
監
査
委
員
報
酬
〜

問
上
げ
る
こ
と
を
検
討
し

た
ら
ど
う
か
。

答
他
の
自
治
体
の
状
況
を

見
て
も
藍
住
町
が
特
に

低
い
と
い
う
わ
け
で
な
い
状
況

で
あ
り
、
な
り
手
不
足
等
今
後

そ
う
い
う
状
況
が
厳
し
く
な
る

よ
う
で
あ
れ
ば
他
の
市
町
村
の

状
況
も
見
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

〜
学
校
給
食
委
託
料
〜

問
小
学
校
の
児
童
、
職
員

数
が
中
学
校
の
生
徒
、

職
員
数
と
比
べ
て
約
２
倍
で
あ

る
の
に
委
託
料
は
約
３
倍
の
差

が
あ
る
の
は
ど
う
し
て
か
。

答
藍
住
町
は
学
校
ご
と
に
単

独
調
理
を
行
っ
て
お
り
、

中
学
校
は
調
理
場
が
２
か
所
、

小
学
校
と
幼
稚
園
は
５
か
所
。

　
調
理
員
の
配
置
基
準
は
、
単

純
に
食
数
に
比
例
し
て
い
な
い
こ

総
務
文
教
常
任
委
員
会

建
設
産
業
常
任
委
員
会

町道の路線箇所を視察する建設産業常任委員
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その他の
質　　問

○
学
校
現
場
へ
の
携
帯
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て

○
中
学
校
に
お
い
て
の
就
学
援
助
費
に
つ
い
て

西岡　恵子　議員
（厚生常任委員会） 

問  
後
を
絶
た
な
い
児
童
虐

待
、
し
つ
け
と
称
し
て

限
界
な
く
暴
力
を
振
る
い
死
に

至
ら
す
事
件
が
多
く
、
本
町
の

子
供
に
対
す
る
相
談
件
数
も
増

加
傾
向
。
児
童
虐
待
を
心
配
し

ま
す
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
を
受
け
て
い
る

家
庭
は
、
虐
待
を
受
け
て
い
る

事
例
が
多
い
と
の
こ
と
で
、
国

も
Ｄ
Ｖ
対
策
と
連
携
強
化
を
打

ち
出
し
て
い
ま
す
。
総
合
的
対

策
が
必
要
。
取
組
に
つ
い
て
尋

ね
ま
す
。

答
藍
住
町
は「
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
」を
設

置
し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
っ
て
き
た
。
保
健
セ
ン
タ
ー

や
福
祉
課
に
お
い
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
が
情
報
共
有
す
る
こ
と
に

よ
り
、
早
期
に
必
要
な
支
援
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

問  

文
部
科
学
省
は
、
２
０
１

５
年
以
降
、
学
校
現
場

に
対
し
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
レ
ズ
ビ

ア
ン
、
ゲ
イ
、
バ
イ
セ
ク
シ
ャ

ル
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）・

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
児
童

生
徒
ら
へ
の
き
め
細
か
な
対
応

を
通
知
し
て
い
ま
す
が
、
８
か

ら
９
％
と
言
わ
れ
て
い
る
対
象

者
に
対
し
、
本
町
の
制
服
は
、

配
慮
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
特
定

の
誰
か
が
目
立
つ
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
全
て
の
児
童
生
徒
が

大
事
に
さ
れ
る
対
応
を
求
め
ま

す
。答

本
町
小
中
学
校
で
は
、

今
の
と
こ
ろ
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

な
ど
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
は
在

籍
し
て
い
な
い
が
、
引
き
続
き

把
握
に
努
め
て
い
く
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
し
い

差
別
を
生
む
懸
念
も
あ
り
、
慎

重
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
対
応
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問  

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
２
０
１
５

年
に
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で

採
択
さ
れ
た「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
」持
続
可
能
で
多
様
性

と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
の
実
現

の
た
め
、
２
０
３
０
年
ま
で
に

達
成
す
べ
き
17
の
国
際
目
標

で
、
日
本
で
も
２
０
１
６
年
か

ら
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）が
示
さ
れ
、
持
続
可
能

な
経
済
・
社
会
づ
く
り
を
推
進
。

　

本
町
の
取
組
に
つ
い
て
尋
ね

ま
す
。

答
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
早
急
に
計

画
す
る
こ
と
は
少
し
困

難
だ
が
、
本
町
で
は
将
来
計
画

や
基
本
方
針
と
し
て
藍
住
町
総

合
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
こ

れ
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
重
な
る
課

題
が
多
く
あ
り
、
今
後
、
総
合

計
画
と
併
せ
て
住
民
と
行
政
の

協
同
の
町
づ
く
り
と
い
う
こ
と

で
推
進
し
て
い
き
た
い
。

児童虐待について
関係機関と情報共有、連携を図り支援を行っている

制服とＬＧＢＴについて
関係機関と連携しながら対応を検討する

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）について
藍住町総合計画と併せて推進していく

第５次藍住町総合計画
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災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
制
度
の
周
知
、
防
災
意
識
の
啓
発
に
努
め
る

町
営
住
宅
の
管
理
に
つ
い
て

適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る

林　　　茂　議員
（総務文教常任委員会） 

問  

大
阪
北
部
地
震
、
熊
本

地
震
は
大
き
な
災
害
を

も
た
ら
し
た
。 

災
害
予
防
対

策
は
人
命
を
守
り
、
家
屋
の
倒

壊
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　

住
宅
耐
震
化
の
状
況
は
。

答
遅
れ
て
い
る
。
耐
震
診

断
を
受
け
た
建
物
で
、

改
修
が
必
要
な
建
物
の
所
有
者

に
対
し
て
働
き
掛
け
を
行
う
な

ど
、
制
度
の
周
知
、
防
災
意
識

の
啓
発
に
努
め
て
い
る
。
公
共

施
設
の
耐
震
化
率
は
97
．７
％
。

問  

８
自
治
体
が
耐
震
診
断

費
用
を
無
料
化
に
し
て
い

る
。
町
も
無
料
化
で
き
な
い
か
。

答
個
人
の
資
産
形
成
に
つ

な
が
る
も
の
で
あ
り
、

あ
る
程
度
の
自
己
負
担
は
必
要

と
考
え
て
い
る
。

問  

改
修
支
援
事
業
に
つ
い

て
は
９
自
治
体
が
増
額

し
て
い
る
。
町
も
増
額
を
。

答
今
年
度
か
ら
補
助
金
の
上

限
額
を
増
額
し
て
い
る
。

問  

千
葉
県
で
家
賃
滞
納
の

た
め
に
強
制
退
去
と

な
っ
た
母
親
が
無
理
心
中
を
図

る
事
件
が
あ
っ
た
。
母
親
は
家

賃
だ
け
で
な
く
国
保
料
も
払
え

ず
、
役
所
に
相
談
し
て
い
た
が

解
決
し
な
い
ま
ま
に
事
件
が
引

き
起
こ
さ
れ
た
。

　

家
賃
の
支
払
い
が
困
難
な
入

居
者
に
対
す
る
対
応
は
。

答
家
賃
は
、
所
得
に
応
じ

て
決
定
し
て
お
り
、
減

免
等
に
つ
い
て
は
適
用
し
て
い

な
い
。

問
町
営
住
宅
の
入
居
状
況

と
住
宅
政
策
は
。

答
５
４
１
戸
の
う
ち
、
３
１

７
戸
が
入
居
。
入
居
率

は
58
．
60
％
。
大
部
分
が
老
朽

化
し
て
い
る
た
め
、
空
き
家
政

策
を
推
進
し
て
い
る
。
徴
収
率

の
向
上
に
も
努
め
て
い
る
。

問
町
営
住
宅
で
空
き
住
宅
の

清
掃
管
理
を
す
る
こ
と
。

答
年
々
空
き
部
屋
が
増
加

し
て
お
り
、
維
持
管
理

コ
ス
ト
の
増
大
が
課
題
。
適
正

な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

問  

国
は
大
規
模
地
震
発
生

の
危
険
性
や
中
小
市
町

村
の
財
政
悪
化
な
ど
を
示
し
、

下
水
道
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽

へ
切
り
替
え
る
方
針
を
示
し
た

が
、
町
の
見
直
し
計
画
は
。

答
引
き
続
き
下
水
道
に
よ

る
整
備
を
推
進
す
る
方

針
だ
が
、
今
後
も
関
係
機
関
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問
下
水
道
事
業
と
合
併
処

理
浄
化
槽
事
業
の
人
口

普
及
率
の
比
較
は
。

答
下
水
道
事
業
は
11
％
、
合

併
処
理
浄
化
槽
事
業
は

48
％
。

問
下
水
道
事
業
を
縮
小
し

て
も
町
か
ら
２
億
円
の

繰
入
金
は
継
続
す
る
の
か
。

答
一
般
会
計
で
負
担
す
べ
き

経
費
と
し
て
基
準
額
に
応

じ
た
金
額
を
繰
り
入
れ
た
い
。

問
し
尿･

浄
化
槽
汚
泥
を
下

水
処
理
場
に
投
入
し
費

用
を
削
減
す
る
こ
と
。

答
現
行
の
生
物
処
理
方
式

か
ら
下
水
道
放
流
へ
の

転
換
を
検
討
し
て
い
る
。

問
合
併
処
理
浄
化
槽
の
転

換
補
助
金
を
増
額
す
る

こ
と
。

答
新
設
の
合
併
処
理
浄
化
槽

に
対
す
る
補
助
を
廃
止

し
、
転
換
補
助
に
そ
の
分
を
上
乗

せ
す
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
。

汚水処理構想見直しについて
下水道事業を継続

藍住町営高層住宅中富団地
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町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

小川　幸英　議員
（厚生常任委員会） 

問  
本
町
の
経
済
振
興
の
拠

点
づ
く
り
を
ど
う
す
る

の
か
。答

藍
に
関
す
る
全
て
の
工

程
を
体
験
で
き
る
施
設

を
勝
瑞
城
跡
公
園
の
一
角
に
整

備
予
定
。

問
藍
の
町
と
し
て
全
国
に

発
信
す
る
た
め
の
取
組

は
。答

町
内
か
ら
盛
り
立
て
て

い
き
た
い
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
制
度
を
利
用
し
、

町
内
産
の
蒅
を
復
活
さ
せ
、
イ

ベ
ン
ト
等
で
藍
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
け
れ
ば
。

問
農
産
物
の
付
加
価
値
を

高
め
る
６
次
産
業
化
へ

の
支
援
や
取
組
は
。

答
販
売
部
門
の
確
立
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
県
内

で
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
市

町
村
や
団
体
と
連
携
し
、
支
援

し
て
い
き
た
い
。

問  

10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

保
育
無
償
化
の
対
象
人

数
と
金
額
は
。

答
幼
稚
園
で
約
６
３
０
人
、

保
育
所
で
約
２
２
０
人
。

徴
収
金
額
は
、
幼
保
合
計
で
年

額
９
，
２
０
０
万
円
を
想
定
。

問
ゼ
ロ
歳
か
ら
２
歳
ま
で

の
子
供
を
在
宅
で
育
児

を
行
っ
て
い
る
家
庭
に
対
し
て

は
在
宅
育
児
の
負
担
軽
減
を
図

る
と
の
こ
と
だ
が
、
対
象
育
児

数
と
今
後
の
取
組
は
。

答
約
５
５
０
人
を
想
定
。

在
宅
育
児
応
援
ク
ー
ポ

ン
事
業
を
考
え
て
い
る
。

問
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

に
わ
た
る
総
合
的
相
談

支
援
を
提
供
す
る
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
な

取
組
は

答
平
成
31
年
度
中
の
開
設

を
目
指
す
。

問
保
育
所
の
待
機
児
童
数

は
。

答
平
成
31
年
４
月
入
所
は
、

希
望
保
育
所
限
定
以
外
、

ゼ
ロ
。

観光産業経済振興の拠点づくりについて
藍関連施設を整備予定

子ども子育て支援について
新規事業の開始を予定

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

地
域
の
支
え
合
い
体
制
を
構
築

問  

本
町
の
高
齢
化
進
行
と

高
齢
化
率
、
一
人
世
帯

数
は
何
人
い
る
か
。

答
65
歳
以
上
の
人
口
は
、

２
月
末
現
在
で
８
，
３
９

５
人
、
高
齢
者
比
率
は
23
．

８
％
。問

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
65
歳
以
上
の

要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け

て
い
な
い
高
齢
者
の
方
に
対
し

て
の
取
組
は
。

答
介
護
予
防
事
業
を
踏
ま

え
、
高
齢
者
の
生
活
支

援
の
充
実
を
図
り
、
地
域
の
支

え
合
い
の
体
制
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
。

問
認
知
症
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
普
及
・
啓

発
は
。答

老
人
会
や
小
学
校
等
で

認
知
症
に
関
す
る
講
座

を
開
催
。

問
昨
年
の
免
許
証
返
納
者

は
94
人
と
の
こ
と
だ
が
、

車
を
運
転
し
て
い
た
方
が
運
転

し
な
く
な
る
と
ど
う
し
て
も
家

で
引
き
こ
も
っ
て
し
ま
う
。
免

許
証
返
納
者
や
１
人
世
帯
の
方

に
対
し
て
買
物
バ
ス
の
導
入
や

タ
ク
シ
ー
運
賃
の
補
助
を
し
て

は
ど
う
か
。

答
移
動
手
段
の
確
保
に
向

け
て
、
指
針
と
な
る
計

画
の
策
定
に
着
手
し
て
い
く
。

問
役
場
に
訪
れ
る
耳
の
聞

こ
え
に
く
い
方
の
窓
口

対
応
は
。

答
耳
マ
ー
ク
の
カ
ー
ド
を
置

き
、
筆
談
で
対
応
し
て
い

る
。
保
健
セ
ン
タ
ー
等
に
お
い

て
は
、
ハ
ン
デ
ィ
ー
タ
イ
プ
の

助
聴
器
も
導
入
し
て
い
る
。

耳マーク
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定　例　会　案　内

詳しくは議会事務局まで
お問い合わせ ● 議会事務局 ☎637–3127

次の定例会は６月です。
（定例会日程についてはホームページで掲載予定です。そちらをごらんください。）

次号は８月に発行します。

本 会 議 を 傍 聴 し ま せ ん か

平成31年　第１回 臨時会
　４月24日開催の臨時会において、次の議案が上程され、原案のとおり可決しました。

〜議員提案〜

● 介護保険に係る特別委員会設置に関する決議 …………………………………………………… 原案可決
　 森志郎議員が代表を務める介護施設において介護給付費を不正受給したとの新聞報道がされた。
　 これについて、介護保険法に基づく行政処分の状況調査をするための特別委員会設置を提案する。
　 なお、閉会中も調査が終了するまで継続して調査を行っていく。
・提出議員　安藝広志　
・賛成議員　林　茂、小川幸英、鳥海典昭、古川義夫、西岡恵子、徳元敏行、喜田 修、永濵茂樹

〜報　　告〜
● 議会運営委員会佐野慶一委員長の辞任願い ……………………………………………………… 許　　可
● 議会運営委員会委員長の選任 ……………………………………………………………………… 西岡恵子
〜町長提案〜

● 平成30年度藍住町一般会計補正予算の専決処分（※）の報告と承認 …………………………… 原案可決
　 歳入歳出それぞれ3,800万円を減額し、予算総額を108億8,000万円とする
● 藍住町税条例等の一部を改正する条例の専決処分の報告と承認 ……………………………… 原案可決
　 個人住民税に関する改正
　 軽自動車税における環境性能割の臨時的軽減、種別割グリーン化特例措置の延長
● 藍住町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の報告と承認 ………………… 原案可決
　 地方税法施行令の一部改正に伴う改正
● 藍住町介護保険条例の一部を改正する条例の専決処分の報告と承認 ………………………… 原案可決
　 介護保険法施行令の一部改正に伴う改正

議 員 名

決 議 名

喜
田 　
修

古
川
義
夫

安
藝
広
志

鳥
海
典
昭

徳
元
敏
行

西
岡
恵
子

西
川
良
夫

小
川
幸
英

林　

 　
茂

奥
村
晴
明

平
石
賢
治

森　

 

志
郎

佐
野
慶
一

永
濵 

茂
樹

森　

 　
彪

結　

果
介護保険に係る特別委員会設置に関
する決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

決議の採決結果 ○：賛成　×：反対　斜線：退席　ー：議長のため採決には参加せず

※１専決処分とは？　（地方自治法第179条）
町長が議会を招集する時間的余裕がない場合に町長が議会に代わって、議会が議決すべき条例・予算
などの案件を処理すること。
町長が専決処分をした場合は、次の議会においてこれを議会に報告し、承認をもとめなければならない。

① 住所・氏名・電話番号を明記。
② 掲載時に匿名を希望する方は申し出てください。
③ 字数は500字以内。
④ 投稿者の多い場合には、掲載月を調整する場合があります。

編集委員会では、町民の声の投稿を募集しています。
議会や町政・議会だよりに関する御意見をお寄せください。

投 稿 規 定
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委
員
長　
　

西　

岡　

恵　

子

副
委
員
長　
　

林　
　
　
　
　

茂

委

員　
　

安　

藝　

広　

志

委

員　
　

徳　

元　

敏　

行

矢上  犬伏　晴代さん

　

藍
住
町
議
の
相
次
ぐ
不
祥

事
は
、
町
内
外
か
ら
厳
し
い

批
判
が
出
て
い
ま
す
。
議
員

辞
職
勧
告
動
議
が
２
件
、
監

査
委
員
不
信
任
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
藍
住
町
議
会
議

員
政
治
倫
理
条
例
、
議
員
の

責
務
で
は
、「
す
べ
て
の
議
員

は
、
町
民
全
体
の
奉
仕
者
で

あ
っ
て
、
一
部
の
奉
仕
者
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
議
員

は
、
町
民
全
体
の
代
表
者
と

し
て
、
町
民
の
信
頼
に
値
す

る
、
よ
り
高
い
倫
理
的
義
務

に
徹
し
、
法
を
順
守
し
、
町

政
に
か
か
わ
る
自
ら
の
役
割

及
び
責
務
を
自
覚
す
る
と
と

も
に
、
自
ら
研
鑽
を
積
み
、

良
心
と
責
任
を
も
っ
て
政
治

活
動
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」。
自
ら
の
自
浄
作
用

が
問
わ
れ
て
い
る
。

（
林　
　
　

茂
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

～治水の重要性について～
　私が吉野川を初めて見たのは小学校の遠足でした。その後結婚して藍住町に来て、朝夕に堤防から吉野川を見
ながら徳島市内に通勤していました。そしてその当時、いろいろな心配事はいずれ川の水のように流れ去ってい
くのだと、自分に言い聞かせ励ましていたように思います。
　また、子どもたちが小さい頃は、春にはお弁当を持って第十堰に菜の花を見に行ったり、鮎の遡上を見たり、
子ども会でカレーパーティーを開いたり、本当にいろいろな面で癒され
る吉野川でした。
　しかしながら、最近の異常気象で記録的短時間大雨情報等が各地で発
表され、川の氾濫や山崩れなどで多くの家や命が奪われるのを目の当た
りにすると、これはいつ自分に起こってもおかしくないことだと思える
ようになりました。また友人たちと交流の中で川の水位が用水の排出口
を超え、田んぼに水が流れ家の前まで来たというのをときどき聞きます。
　治水事業は広範囲の地域に及ぶこと、そして莫大なお金がかかること
など多くの問題があると思いますが、三角州の徳島平野は海抜の低いと
ころも多く、治水は本当に重要な課題であると思います。

編
集
後
記

発行／藍住町議会　〒771-1292 徳島県板野郡藍住町奥野字矢上前52-1  ☎︎（088）637-3127　FAX（088）637-3156　　編集／議会だより編集委員会

　

３
月
25
日
、
定
例
会
閉
会
後
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
を
視
察
し
ま
し
た
。
大

ホ
ー
ル
内
で
舞
台
や
客
席
を
確
認
し
た
ほ
か
、
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
行
政

関
係
事
務
所
や
一
般
に
貸
し
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
交
流
室
や
調
理
室
な
ど

の
諸
室
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

現
場
視
察
後
に
開
会
し
た
藍
住
町
総

合
文
化
ホ
ー
ル
特
別
委
員
会
で
は
、
総

合
文
化
ホ
ー
ル
の
開
館
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
、
５
月
７
日
か
ら
行
政
関
係

事
務
所
、
11
月
上
旬
に
総
合
文
化
ホ
ー

ル
を
オ
ー
プ
ン
す
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
利
用
と

町
民
体
育
館
の
利
用
が
重
複
し
た
際
の

駐
車
場
確
保
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

現
在
整
備
を
進
め
て
い
る
駐
車
場
の
ほ

か
、
不
足
す
る
分
に
つ
い
て
は
合
同
庁

舎
等
の
周
辺
施
設
の
駐
車
場
で
対
応
し

た
い
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

２
月
18
日
、
会
長
樫
谷
千
重
子
議
員
ほ

か
13
名
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　
視
察
研
修
で
は
、
学
童
保
育
に
つ
い
て

担
当
課
か
ら
説
明
が
あ
り
、
質
疑
応
答
の

あ
と
、
西
部
児
童
館
に
移
動
し
て
現
地
視

察
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
藍
住
町
歴

史
館
藍
の
館
で
研
修
を
さ
れ
ま
し
た
。

藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
が
完
成

徳
島
県
町
村
議
会

   

女
性
議
員
連
盟
か
ら

視
察
研
修
来
町


